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　前年度は県内外の団体に利用されました。

本市でのスポーツ合宿に
補助金交付

問 　合宿補助金を受ける団体はどのような特徴が

あるか。

答 　平成２９年度は１５団体に合宿補助金を交付

した。県内、県外の団体に利用されており、

県内では春先の雪解けが早いことから、県北

の高校などが多く、県外では宮城県の私立高

校などの利用がある。

補助金を利用したスポーツ合宿

強風により屋根が剥がれた松涛団地

　由利本荘アリーナのスポーツ備品の購入に利

用しています。

スポーツ振興くじ助成金（toto）
の利用

問 　スポーツ振興くじ助成金は今後も交付を受け

ることが可能か。

答
　スポーツ振興くじ助成金は事業ごとの補助金

であり、次年度以降の申請を制限するものでは

ない。

　また、このたびの交付決定は由利本荘アリー

ナの移動式バスケットゴール設置に対するもの

で、助成金額は４８０万円となっている。なお、

同助成金は人工芝の導入などにも利用できる

が、総合防災公園内の屋根付きグラウンドは施

設面積要件に該当しないため非対象である。

スポーツ振興くじ助成金を利用したバスケットゴール

松涛団地の強風被害

問 　被害状況と対応は。

答 　８月１７日の強風により、松涛団地８３号棟

の屋根鉄板が剥離被害にあったもので、緊急

を要することから被害額２００万円を予備費に

より対応する。

　強風により公営住宅（松涛団地）の屋根に被害
がありました。

第
３
回
臨
時
会

（
７
月
３１
日
）

【
補
正
予
算
】

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

●
大
内
地
域
長
坂
処
理
場
の
汚
泥
乾

　燥
装
置
脱
水
機
修
繕
及
び
汚
泥
処

　理
経
費

３
７
０
万
円

【
契
約
締
結
案
件
】

市
道
猿
倉
花
立
線
災
害
防
除

　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

●
市
道
猿
倉
花
立
線
災
害
防
除
工
事

　に
お
い
て
、
使
用
材
料
の
再
生
砕

　石
が
供
給
不
能
に
な
り
、
供
給
可

　能
な
通
常
砕
石
に
変
更

　
変
更
前
　
２
億
８
６
２
０
万
円
　

　
変
更
後
　
２
億
９
４
３
５
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
９
２
０
円

　
増
　
額
　
８
１
５
万
２
９
２
０
円
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ここが聞きたい
一 般 質 問

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
、
民
営
化
も
視
野
に

入
れ
た
管
理
運
営
形
態
を
探
る
と
し
て

専
任
職
員
を
配
置
し
て
き
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

問 民
営
化
に
向
け
た

　
　
　
　
　調
査
の
状
況
は

６５
歳
定
年
に
す
る
よ
う
指
導
し

た
の
か
に
つ
い
て
は
、
市
は
そ

の
よ
う
な
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。

答

（
株
）ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
は
会
社

設
立
時
に
、
市
か
ら
定
年
に
関

し
て
「
６５
歳
定
年
」
の
指
導
を
受
け
た

と
し
て
い
る
。
市
の
指
導
は
あ
っ
た
の

か
。 問

（
株
）ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
の
６５
歳

定
年
を
市
は
指
導
し
た
の
か

佐々木慶治
（市民創風）

自
治
体
運
営
か
ら
民
間
経
営
に

移
行
し
た
県
外
の
２
つ
の
市
を

訪
問
し
具
体
的
な
話
を
伺
っ
て
き
た
。

そ
の
内
容
を
基
に
、
民
間
運
営
へ
の
移

行
を
検
討
す
る
「
由
利
本
荘
市
Ｃ
Ａ
Ｔ

答

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
平

成
３２
年
８
月
に
稼
働
す
る
計
画

と
な
っ
て
お
り
、
地
場
産
の
食
材
を
積

極
的
に
活
用
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

問 地
場
産
食
材
の

　
　
　
　積
極
的
な
活
用
を

学
校
給
食
に
使
用
す
る
食
材
は

期
日
が
決
め
ら
れ
規
格
が
一
定

で
あ
る
こ
と
や
、
当
日
納
品
が
原
則

と
な
っ
て
お
り
課
題
も
多
い
。

　
安
定
供
給
の
た
め
月
別
使
用
量
を

積
算
し
、
生
産
者
、
農
業
団
体
、
県

や
市
の
関
係
部
局
と
協
力
し
、
そ
の

体
制
づ
く
り
を
現
在
目
指
し
て
い
る
。

答

今野英元
（社会民主党）

ぱいんすぱ新山の外観

Ｖ
民
間
移
行
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
年
度
内
に
は
提
言
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る

農
地
中
間
管
理
事
業
で
は
、
条

件
不
利
地
の
受
け
手
が
少
な

く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
な
い
農

地
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
う
し

た
農
地
を
耕
作
放
棄
地
と
し
な
い
た

め
に
ど
う
対
策
し
て
い
く
の
か
。

問 耕
作
放
棄
地
の
防
止
対
策
は

国
の
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い

交
付
金
の
活
用
や
、
新
た
な
販

売
野
菜
な
ど
を
作
付
け
し
た
場
合
に

助
成
す
る
市
単
独
の
水
田
活
用
作
物

支
援
事
業
な
ど
を
継
続
し
て
い
く
。

答

こ
の
計
画
で
本
市
の
景
観
と
自

然
環
境
が
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ

る
と
懸
念
す
る
市
民
が
い
る
。
し
か
し
、

市
の
意
見
は
「
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

意
見
は
な
い
。」
と
い
う
驚
く
べ
き
も

の
だ
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
意
見
に
な
っ

た
の
か
。計

画
段
階
環
境
配
慮
書
で
は
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
求
め
て

い
る
全
項
目
を
踏
ま
え
て
い
た
の
で

「
意
見
は
な
い
」
と
回
答
し
た
。

問答
「
日
本
最
大
」「
世
界
有
数
」
の

由
利
本
荘
市
沖
洋
上
風
力
発
電

事
業
、
環
境
へ
の
影
響
は

ふるさとの自然を未来につなげるアピール行動（西目海水浴場）

地場産食材の活用が期待される
北部学校給食センター（完成予想図）

条
例
関
係
（
主
な
も
の
）

●
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定

　
　
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
係
る
基
金
を
設

　
置
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の

●
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

　
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
地
方
再
生
法
の
一
部
改
定
に
伴
い
、
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

契
約
案
件
（
主
な
も
の
）

市
道
認
定

請
願
・
陳
情
結
果

○
請
願
第
２
号

　
自
治
会
所
有
土
地
の
共
有
名
義
を
認
可
地
縁

　
団
体
に
登
記
変
更
促
進
を
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
つ
い
て
の
請
願

　
　
矢
島
町
川
辺
　
　
　
　 

三
　
浦
　
進
　
一

　
　
矢
島
地
域
行
政
協
力
員
連
絡
協
議
会

　
会
長
　
佐
　
藤
　
久
　
美

紹
介
議
員
　
三
　
浦
　
　
　
晃

○
陳
情
第
５
号

　
消
費
税
増
税
１０
％
引
き
上
げ
中
止
を
求
め
る

　
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
秋
田
県
商
工
団
体
連
合
会

会
長
　
小
　
玉
　
正
　
憲

○
継
続
審
査
中
の
陳
情
第
３
号

　
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
　
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
会

理
事
　
井
　
田
　
敏
　
美

不

採

択

継

続

審

査

９月
定例会

　市提出案件は３５件で、平成２９年度各会計決算の認定、人事案件、条例関係、契約
締結、平成３０年度補正予算などを審議し、原案のとおり認定、同意、可決したほ
か、請願１件、陳情１件を不採択、継続審査中の陳情1件を、なお審査の要有りと
して継続審査としました。
　一般質問では、２日間にわたって、８人の議員が登壇し、市政全般にわたり、市
当局の考えを質問しました。

●会期　８月２８日～９月２１日（２５日間）

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しております。ほかは全て全会一致で可決されました。
※渡部聖一議長は裁決に加わりません。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党
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議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表

共
産
党

社
民
党

公
明
党

無
所
属

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市　民　創　風会派・
議員名

議案

不採択

不採択

× × × × × × × × × × ― × × × × × × × ○ × × × 欠 × ×

× × × × × × × × × × ― × × × × × × × × × ○ ○ 欠 × ×

欠

　
　
　席

不

　採

　択

採

　
　
　択

正
木

　修
一

岡
見

　善
人

阿
部

　十
全

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

三
浦

　
　晃

佐
藤

　
　勇

高
野

　吉
孝

佐
々
木

　茂

佐
々
木
慶
治

大
関

　嘉
一

渡
部

　
　功

湊

　
　貴
信

渡
部

　聖
一

高
橋

　信
雄

髙
橋

　和
子

伊
藤

　文
治

小
松

　浩
一

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

吉
田

　朋
子

長
沼

　久
利

三
浦

　秀
雄

伊
藤

　順
男

請願第２号

陳情第５号

２２ １１

２１ １２

◆
水
林
浄
化
セ
ン
タ
ー
機
械
電
気
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
寿
命
化
工
事
請
負
契
約

　
　
老
朽
化
し
た
水
林
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿

　
命
化
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
工
事

　
契
約
金
額
　
３
億
３
７
５
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
　
中
村
鉄
工
・
本
荘
電
気

　
　
　
　
　
　
　
　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
市
道
猿
倉
花
立
線
災
害
防
除
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
負
変
更
契
約

　
　
地
山
の
確
定
に
伴
う
砕
石
の
数
量
変
更
に

　
よ
る
も
の

　
変
更
前
　
２
億
９
４
３
５
万
２
９
２
０
円

　
変
更
後
　
３
億
５
１
２
万
９
１
６
０
円

　
増
　
額
　
１
０
７
７
万
６
２
４
０
円

○
路
線
の
認
定

　
・
東
梵
天
３１
号
線

　
　
（
開
発
行
為
に
伴
い
新
た
に
設
置
）

：

：

：：：

人
事
案
件

だ

つ
ち

ゆ
う

こ

○
人
権
擁
護
委
員
（
任
期
　
３
年
）

　
　
土
　
田
　
優
　
子
　
氏
（
新
任
）

矢
島
地
域
　
七
日
町

：
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ここが聞きたい
一 般 質 問

岡見善人
（無所属）

返
礼
品
に
と
ら
わ
れ
な
い
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
増
え
て
い

る
。
「
屋
根
の
雪
下
ろ
し
」
や
新
山
野

墓
園
の
区
画
を
活
用
す
る
な
ど
、
本
市

の
特
徴
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
し
た
ら
ど
う
か
。

本
市
で
も
、
農
家
民
宿
に
お
け

る
農
業
体
験
や
、
由
利
高
原
鉄

道
の
貸
し
切
り
列
車
な
ど
、
市
外
か
ら

の
誘
客
を
促
進
す
る
返
礼
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
、「
屋
根
の
雪
下
ろ

し
」
や
「
永
代
埋
葬
」
な
ど
に
つ
い
て

も
調
査
し
、
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

返
礼
品
に
と
ら
わ
れ
な
い

　
　
　
　ふ
る
さ
と
納
税
も

問答
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農
業
委
員
会
の
調
査
結
果
か

ら
、
本
市
に
お
け
る
離
農
傾
向

が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
農
業
従

事
者
の
確
保
、
高
齢
の
農
業
従
事
者
へ

の
支
援
な
ど
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

新
た
な
後
継
者
を
育
成
す
る
た

め
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
事
業
な

ど
で
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
将
来

の
地
域
の
担
い
手
を
育
て
て
い
く
。
ま

た
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
を
重
ね

て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

小松浩一
（高志会）

問

本
市
で
は
学
校
教
育
の
重
点
施

策
に
「
学
校
図
書
館
の
活
用
」

な
ど
を
挙
げ
、
文
科
省
で
も
「
学
校
図

書
館
図
書
整
備
等
五
か
年
計
画
」
を
推

進
し
、
地
方
財
政
措
置
も
行
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
還
元
さ
れ
る
取
り

組
み
を
一
層
進
め
る
べ
き
。

問

答

各
校
の
蔵
書
数
は
学
校
図
書
館

図
書
標
準
値
を
ほ
ぼ
満
た
し
て

お
り
、
統
計
資
料
・
新
聞
・
画
像
な

ど
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
次
年
度

か
ら
は
全
て
の
学
校
図
書
館
へ
の
新

聞
配
備
な
ど
、
学
校
図
書
館
図
書
整

備
の
充
実
を
一
層
進
め
て
い
く
。

答

離
農
傾
向
が
進
む

　
　
　本
市
の
農
業
政
策
は

交
通
空
白
地
域
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
化
に
つ

い
て
は
「
小
友
・
石
沢
線
」（
本

荘
東
中
）「
西
滝
沢
線
」（
由
利
中
）「
皿

川
線
」（
鳥
海
中
）
の
三
路
線
で
試
験

問答 ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
化

　三
路
線
で
試
験
運
行
検
討

文
科
省
「
学
校
図
書
館

　図
書
整
備
等
五
か
年
計
画
」

　
　
　
　
　へ
の
取
り
組
み
は

運
行
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
空
白
地
域
解
消
に
向
け

て
、
市
の
関
係
部
署
か
ら
な
る
横
断

的
な
「
生
活
の
足
確
保
改
善
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
す
で
に
立

ち
上
げ
て
お

り
、
今
後
も

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活

性
化
に
向
け

た
具
体
的
な

支
援
を
検
討

し
て
い
く
。

混乗化が検討されるスクールバス

耳
の
不
自
由
な
方
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て
、
本
庁

や
支
所
な
ど
の
行
政
窓
口
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト

を
通
じ
手
話
が
で
き
る
相
談
員
な
ど
と

の
意
思
疎
通
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

問 聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る

　
　
　サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

福
祉
支
援
課
に
手
話
通
訳
者
を

配
置
し
て
い
る
と
と
も
に
、
各

窓
口
に
は
筆
談
に
応
じ
る
「
耳
マ
ー

ク
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
聴
覚
障
が

い
者
へ
の
配
慮
に
努
め
て
い
る
が
、

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
意
思
疎
通
に
つ

い
て
も
今
後
研
究
し
て
い
く
。

答

自
然
災
害
発
生
時
は
、
「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
」
と
過
信
せ

ず
、
災
害
に
備
え
た
早
め
の
避
難
に
尽

き
る
と
考
え
る
が
、
市
民
の
防
災
意
識

向
上
に
向
け
た
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

問 災
害
時
に
お
い
て

　避
難
意
識
を
高
め
る
べ
き

本
市
で
は
、
１
５
０
４
カ
所
の

土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
存
在
し

答

ふるさと納税返礼への活用が期待される
新山野墓園区画

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
で
の
説
明

会
で
は
、
そ
の
地
区
で
起
こ
り
得
る
災

害
の
危
険
性
な
ど
、
平
時
か
ら
の
災
害

に
対
す
る
備
え
と
知
識
普
及
に
努
め
て

い
る
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

土
地
利
用
の
基
本
方
針
の
事
業

者
へ
の
提
示
の
有
無
に
つ
い
て

伺
う
。

問

地
域
を
挙
げ
て
の
地
元
行
事
で

あ
り
な
が
ら
、
参
加
者
が
減
少

し
、
今
後
の
地
域
維
持
に
不
安
が
あ
る

が
、
活
性
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

市
で
は
、
活
性
化
の
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
２６
年
度

か
ら
「
町
内
会
・
自
治
会
げ
ん
き
ア
ッ

プ
事
業
」
を
実
施
し
、
町
内
点
検
や
、

そ
の
実
践
版
で
あ
る
「
ま
ち
歩
き
」
を

と
お
し
て
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

支
援
を
し
て
い
る
。

問答

防
災
行
政
無
線
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
Ｉ
Ｐ
音
声
告
知
放
送
や
消

防
防
災
メ
ー
ル
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
情
報
伝
達
の

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
電
波
の

不
感
地
帯
が
多
い
こ
と
も
あ
り
導
入
は

考
え
て
い
な
い
。

答

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
の
検
証

が
必
要
と
思
う
が
、
各
地
域
に

お
け
る
情
報
伝
達
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

問 災
害
情
報
伝
達
に
つ
い
て

現
在
市
の
分
譲
宅
地
の
区
画

は
、
岩
城
地
域
５
、
由
利
地
域

２
、
東
由
利
地
域
１２
、
西
目
地
域
８
、

鳥
海
地
域
２７
の
全
５４
区
画
、
面
積
約
１

万
９
０
０
０
平
方
㍍
で
あ
る
。
ま
た
、

売
り
払
い
可
能
な
更
地
面
積
は
約
２
万

２
０
０
０
平
方
㍍
で
１７
カ
所
あ
る
。

答

現
在
市
内
に
お
い
て
住
宅
用
地

と
し
て
分
譲
で
き
る
更
地
の
面

積
と
区
画
は
ど
の
程
度
か
。

問 市
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

阿部十全
（無所属）

個
々
の
具
体
的
な
開
発
に
つ
い

て
、
国
土
利
用
計
画
で
規
制
を

か
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　
事
業
者
、
住
民
、
市
の
三
者
の
相

互
理
解
の
も
と
、
事
業
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
る
。

答

由
利
本
荘
市
国
土
利
用
計
画
か

ら
土
地
利
用
の
他
地
目
の
転

換
、
市
民
意
識
の
変
化
の
検
討
結
果
、

国
土
保
全
保
護
に
つ
い
て
伺
う
。

問

建
設
に
関
す
る
手
続
き
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
、
許
認
可
や
関
係
法

令
は
順
守
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
事
業
者
に
対
し

提
示
し
て
は
い
な
い
。

答

産
学
官
民
連
携
で
家
庭
用
小
型

発
電
機
な
ど
新
事
業
の
考
え

は
。 問

地
域
の
一
体
性
の
確
保
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

伊藤文治
（高志会）

地
域
の
中
で
行
動
力
の
あ
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
人
材
を

育
成
し
確
保
す
る
こ
と
、
若
い
担
い
手

な
ど
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
。

問 地
域
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

本荘浜の再生可能エネルギー

今
後
も
企
業
や
県
立
大
学
、
本

荘
由
利
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ

ー
な
ど
と
緊
密
に
情
報
交
換
し
な
が

ら
地
元
に
新
た
な
仕
事
を
生
み
出
す

よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
、
産
学
官
民
連
携
を

推
進
し
て
い
く
。

答

市
民
へ
の
説
明
の
必
要
性
に
つ

い
て
伺
う
。

問 再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

環
境
基
本
条
例
や
環
境
基
本
計

画
を
基
に
市
と
し
て
の
考
え
方

を
説
明
し
て
い
く
。

答

１．安心して暮らせるまちづくりと行政サー

ビスの充実について

２．ふるさと納税について

8P 佐々木隆一（日本共産党）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

９月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．介護保険について

２．「地上イージス導入」秋田市新屋配備は

明確に反対すべき

３．水道事業について

４．学童保育の運営状況について

５．西目幼保一体化施設建設の経緯について

9P 阿部十全（無所属）

１．再生可能エネルギーについて

9P 伊藤文治（高志会）

１．地域の一体性の確保について

２．地域の人材育成について

３．企業への若者の参加依頼について

４．自立型の地域づくりは

５．運転免許返納と公共交通の確保について

６．市有地の活用について

７．災害情報伝達について

10P 岡見善人（無所属）

１．由利本荘市新創造ビジョン及び総合戦略

等における評価と改善の取り組みについて

２．行政評価外部評価における内部評価と

外部評価の差について

３．本市における農業政策への取り組みに

ついて

４．地域コミュニティー活性化への取り組み

について

５．現在及び今後の教育課題に対しての取

り組みについて

10P 小松浩一（高志会）

9P 佐々木慶治（市民創風）

１．農林業振興について
２．ケーブルテレビの運営について
３．大内地域の廃校舎跡地の利活用について
４．北部学校給食センター建設事業について
５．学校教育・生涯スポーツについて

11P

9P 正木修一（無所属）

１．農業の体質強化と担い手育成について
２．町内会要望事項への対応について
３．児童養護相談の対応について
４．風力発電事業に対する市の対応ついて
５．消防団を中核とした地域防災力の充実

強化について

12P

11P 今野英元（社会民主党）

１．（株）ぱいんすぱ新山の就業規則と賃金

規程について

２．由利本荘市の風力発電事業

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

佐々木隆一
（日本共産党）

「
地
上
イ
ー
ジ
ス
導
入
」
を
め

ぐ
り
関
係
自
治
体
な
ど
か
ら
反

発
、
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
市

長
は
明
確
に
反
対
す
べ
き
で
あ
る
。

問

秋
田
市
新
屋
へ
の
地
上
イ
ー
ジ

ス
配
備
に
つ
い
て
は
国
か
ら
地

元
説
明
が
あ
っ
た
が
、
電
磁
波
の
影
響

答

滞
納
処
分
で
は
、
償
還
払
い
が

６
人
、
保
険
給
付
の
減
額
な
ど

が
１０
人
で
あ
る
。
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
市
独
自
の
減
免
、
助
成
は
予

定
し
て
い
な
い
。

答

介
護
保
険
の
新
た
な
負
担
増
が

始
ま
り
、
一
定
額
以
上
の
所
得

の
あ
る
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

本
人
負
担
が
２
割
か
ら
３
割
へ
引
き
上

げ
ら
れ
た
。「
生
活
が
成
り
立
た
な
く

な
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
減
ら
し
た
。」

な
ど
の
声
が
あ
る
が
、
市
民
へ
の
影
響

と
要
望
な
ど
は
あ
る
か
。

本
市
で
は
、
本
年
８
月
か
ら
の

制
度
改
正
に
よ
り
利
用
者
負
担

が
２
割
か
ら
３
割
に
な
っ
た
方
は
６２
人

で
あ
る
。
本
制
度
は
介
護
費
用
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
つ
つ
制
度
の
持
続
可
能
性

を
確
保
し
て
い
く
た
め
導
入
さ
れ
た

制
度
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
意
見

や
要
望
な
ど
は
出
て
い
な
い
。

問答 介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
、

　
　
　
　
２
割
か
ら
３
割
へ

平
成
２８
年
度
に
介
護
保
険
料
の

差
し
押
さ
え
処
分
を
受
け
た
６５

才
以
上
の
人
が
、
過
去
最
多
１
万
６
千

人
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
滞
納
な
ど
の
状
況
と
市
独
自
の
減

免
制
度
や
介
護
保
険
料
の
助
成
な
ど

は
検
討
さ
れ
な
い
か
。

問 増
え
る
滞
納
な
ど
の
状
況
は

「
地
上
イ
ー
ジ
ス
導
入
」

　
秋
田
市
新
屋
配
備
は

　
　
　
明
確
に
反
対
す
べ
き

市
で
は
、
平
成
２６
年
度
か
ら

「
由
利
本
荘
市
地
域
を
支
え
る

人
財
育
成
塾
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
ほ

か
、
今
後
３
年
間
の
人
材
育
成
事
業
の

方
向
性
を
示
す
「
人
材
育
成
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

答

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

未来につながる
まちづくりのために

市
有
地
の
無
償
提
供
に
つ
い
て

は
。

問

過
去
に
分
譲
地
を
購
入
い
た
だ

い
た
方
々
と
の
公
平
性
を
考
慮

し
な
が
ら
、
価
格
の
見
直
し
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

答
や
立
地
場
所
な
ど
地
元
住
民
の
不
安

が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

た
　
　
ち  

　
も
く



条
例
関
係
（
主
な
も
の
）

●
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定

　
　
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
係
る
基
金
を
設

　
置
す
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の

●
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税

　
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
地
方
再
生
法
の
一
部
改
定
に
伴
い
、
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

契
約
案
件
（
主
な
も
の
）

市
道
認
定

請
願
・
陳
情
結
果

○
請
願
第
２
号

　
自
治
会
所
有
土
地
の
共
有
名
義
を
認
可
地
縁

　
団
体
に
登
記
変
更
促
進
を
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
つ
い
て
の
請
願

　
　
矢
島
町
川
辺
　
　
　
　 

三
　
浦
　
進
　
一

　
　
矢
島
地
域
行
政
協
力
員
連
絡
協
議
会

　
会
長
　
佐
　
藤
　
久
　
美

紹
介
議
員
　
三
　
浦
　
　
　
晃

○
陳
情
第
５
号

　
消
費
税
増
税
１０
％
引
き
上
げ
中
止
を
求
め
る

　
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
秋
田
県
商
工
団
体
連
合
会

会
長
　
小
　
玉
　
正
　
憲

○
継
続
審
査
中
の
陳
情
第
３
号

　
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
　
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
会

理
事
　
井
　
田
　
敏
　
美

不

採

択

継

続

審

査

９月
定例会

　市提出案件は３５件で、平成２９年度各会計決算の認定、人事案件、条例関係、契約
締結、平成３０年度補正予算などを審議し、原案のとおり認定、同意、可決したほ
か、請願１件、陳情１件を不採択、継続審査中の陳情1件を、なお審査の要有りと
して継続審査としました。
　一般質問では、２日間にわたって、８人の議員が登壇し、市政全般にわたり、市
当局の考えを質問しました。

●会期　８月２８日～９月２１日（２５日間）

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しております。ほかは全て全会一致で可決されました。
※渡部聖一議長は裁決に加わりません。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党
○…賛成　　×…反対　　欠…欠席

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表

共
産
党

社
民
党

公
明
党

無
所
属

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市　民　創　風会派・
議員名

議案

不採択

不採択

× × × × × × × × × × ― × × × × × × × ○ × × × 欠 × ×

× × × × × × × × × × ― × × × × × × × × × ○ ○ 欠 × ×

欠

　
　
　席

不

　採

　択

採

　
　
　択

正
木

　修
一

岡
見

　善
人

阿
部

　十
全

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

三
浦

　
　晃

佐
藤

　
　勇

高
野

　吉
孝

佐
々
木

　茂

佐
々
木
慶
治

大
関

　嘉
一

渡
部

　
　功

湊

　
　貴
信

渡
部

　聖
一

高
橋

　信
雄

髙
橋

　和
子

伊
藤

　文
治

小
松

　浩
一

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

吉
田

　朋
子

長
沼

　久
利

三
浦

　秀
雄

伊
藤

　順
男

請願第２号

陳情第５号

２２ １１

２１ １２

◆
水
林
浄
化
セ
ン
タ
ー
機
械
電
気
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
寿
命
化
工
事
請
負
契
約

　
　
老
朽
化
し
た
水
林
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿

　
命
化
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
工
事

　
契
約
金
額
　
３
億
３
７
５
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
　
中
村
鉄
工
・
本
荘
電
気

　
　
　
　
　
　
　
　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
市
道
猿
倉
花
立
線
災
害
防
除
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
負
変
更
契
約

　
　
地
山
の
確
定
に
伴
う
砕
石
の
数
量
変
更
に

　
よ
る
も
の

　
変
更
前
　
２
億
９
４
３
５
万
２
９
２
０
円

　
変
更
後
　
３
億
５
１
２
万
９
１
６
０
円

　
増
　
額
　
１
０
７
７
万
６
２
４
０
円

○
路
線
の
認
定

　
・
東
梵
天
３１
号
線

　
　
（
開
発
行
為
に
伴
い
新
た
に
設
置
）

：

：

：：：

人
事
案
件

だ

つ
ち

ゆ
う

こ

○
人
権
擁
護
委
員
（
任
期
　
３
年
）

　
　
土
　
田
　
優
　
子
　
氏
（
新
任
）

矢
島
地
域
　
七
日
町

：
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ここが聞きたい
一 般 質 問

岡見善人
（無所属）

返
礼
品
に
と
ら
わ
れ
な
い
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
増
え
て
い

る
。
「
屋
根
の
雪
下
ろ
し
」
や
新
山
野

墓
園
の
区
画
を
活
用
す
る
な
ど
、
本
市

の
特
徴
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
し
た
ら
ど
う
か
。

本
市
で
も
、
農
家
民
宿
に
お
け

る
農
業
体
験
や
、
由
利
高
原
鉄

道
の
貸
し
切
り
列
車
な
ど
、
市
外
か
ら

の
誘
客
を
促
進
す
る
返
礼
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
、「
屋
根
の
雪
下
ろ

し
」
や
「
永
代
埋
葬
」
な
ど
に
つ
い
て

も
調
査
し
、
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

返
礼
品
に
と
ら
わ
れ
な
い

　
　
　
　ふ
る
さ
と
納
税
も

問答
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農
業
委
員
会
の
調
査
結
果
か

ら
、
本
市
に
お
け
る
離
農
傾
向

が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
農
業
従

事
者
の
確
保
、
高
齢
の
農
業
従
事
者
へ

の
支
援
な
ど
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

新
た
な
後
継
者
を
育
成
す
る
た

め
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
事
業
な

ど
で
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
将
来

の
地
域
の
担
い
手
を
育
て
て
い
く
。
ま

た
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
を
重
ね

て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

小松浩一
（高志会）

問

本
市
で
は
学
校
教
育
の
重
点
施

策
に
「
学
校
図
書
館
の
活
用
」

な
ど
を
挙
げ
、
文
科
省
で
も
「
学
校
図

書
館
図
書
整
備
等
五
か
年
計
画
」
を
推

進
し
、
地
方
財
政
措
置
も
行
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
還
元
さ
れ
る
取
り

組
み
を
一
層
進
め
る
べ
き
。

問

答

各
校
の
蔵
書
数
は
学
校
図
書
館

図
書
標
準
値
を
ほ
ぼ
満
た
し
て

お
り
、
統
計
資
料
・
新
聞
・
画
像
な

ど
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
次
年
度

か
ら
は
全
て
の
学
校
図
書
館
へ
の
新

聞
配
備
な
ど
、
学
校
図
書
館
図
書
整

備
の
充
実
を
一
層
進
め
て
い
く
。

答

離
農
傾
向
が
進
む

　
　
　本
市
の
農
業
政
策
は

交
通
空
白
地
域
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
化
に
つ

い
て
は
「
小
友
・
石
沢
線
」（
本

荘
東
中
）「
西
滝
沢
線
」（
由
利
中
）「
皿

川
線
」（
鳥
海
中
）
の
三
路
線
で
試
験

問答 ス
ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
化

　三
路
線
で
試
験
運
行
検
討

文
科
省
「
学
校
図
書
館

　図
書
整
備
等
五
か
年
計
画
」

　
　
　
　
　へ
の
取
り
組
み
は

運
行
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
空
白
地
域
解
消
に
向
け

て
、
市
の
関
係
部
署
か
ら
な
る
横
断

的
な
「
生
活
の
足
確
保
改
善
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
す
で
に
立

ち
上
げ
て
お

り
、
今
後
も

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活

性
化
に
向
け

た
具
体
的
な

支
援
を
検
討

し
て
い
く
。

混乗化が検討されるスクールバス

耳
の
不
自
由
な
方
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
し
て
、
本
庁

や
支
所
な
ど
の
行
政
窓
口
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト

を
通
じ
手
話
が
で
き
る
相
談
員
な
ど
と

の
意
思
疎
通
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

問 聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る

　
　
　サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

福
祉
支
援
課
に
手
話
通
訳
者
を

配
置
し
て
い
る
と
と
も
に
、
各

窓
口
に
は
筆
談
に
応
じ
る
「
耳
マ
ー

ク
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
聴
覚
障
が

い
者
へ
の
配
慮
に
努
め
て
い
る
が
、

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
意
思
疎
通
に
つ

い
て
も
今
後
研
究
し
て
い
く
。

答

自
然
災
害
発
生
時
は
、
「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
」
と
過
信
せ

ず
、
災
害
に
備
え
た
早
め
の
避
難
に
尽

き
る
と
考
え
る
が
、
市
民
の
防
災
意
識

向
上
に
向
け
た
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

問 災
害
時
に
お
い
て

　避
難
意
識
を
高
め
る
べ
き

本
市
で
は
、
１
５
０
４
カ
所
の

土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
存
在
し

答

ふるさと納税返礼への活用が期待される
新山野墓園区画

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
で
の
説
明

会
で
は
、
そ
の
地
区
で
起
こ
り
得
る
災

害
の
危
険
性
な
ど
、
平
時
か
ら
の
災
害

に
対
す
る
備
え
と
知
識
普
及
に
努
め
て

い
る
。
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　前年度は県内外の団体に利用されました。

本市でのスポーツ合宿に
補助金交付

問 　合宿補助金を受ける団体はどのような特徴が

あるか。

答 　平成２９年度は１５団体に合宿補助金を交付

した。県内、県外の団体に利用されており、

県内では春先の雪解けが早いことから、県北

の高校などが多く、県外では宮城県の私立高

校などの利用がある。

補助金を利用したスポーツ合宿

強風により屋根が剥がれた松涛団地

　由利本荘アリーナのスポーツ備品の購入に利

用しています。

スポーツ振興くじ助成金（toto）
の利用

問 　スポーツ振興くじ助成金は今後も交付を受け

ることが可能か。

答
　スポーツ振興くじ助成金は事業ごとの補助金

であり、次年度以降の申請を制限するものでは

ない。

　また、このたびの交付決定は由利本荘アリー

ナの移動式バスケットゴール設置に対するもの

で、助成金額は４８０万円となっている。なお、

同助成金は人工芝の導入などにも利用できる

が、総合防災公園内の屋根付きグラウンドは施

設面積要件に該当しないため非対象である。

スポーツ振興くじ助成金を利用したバスケットゴール

松涛団地の強風被害

問 　被害状況と対応は。

答 　８月１７日の強風により、松涛団地８３号棟

の屋根鉄板が剥離被害にあったもので、緊急

を要することから被害額２００万円を予備費に

より対応する。

　強風により公営住宅（松涛団地）の屋根に被害
がありました。

第
３
回
臨
時
会

（
７
月
３１
日
）

【
補
正
予
算
】

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

●
大
内
地
域
長
坂
処
理
場
の
汚
泥
乾

　燥
装
置
脱
水
機
修
繕
及
び
汚
泥
処

　理
経
費

３
７
０
万
円

【
契
約
締
結
案
件
】

市
道
猿
倉
花
立
線
災
害
防
除

　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

●
市
道
猿
倉
花
立
線
災
害
防
除
工
事

　に
お
い
て
、
使
用
材
料
の
再
生
砕

　石
が
供
給
不
能
に
な
り
、
供
給
可

　能
な
通
常
砕
石
に
変
更

　
変
更
前
　
２
億
８
６
２
０
万
円
　

　
変
更
後
　
２
億
９
４
３
５
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
９
２
０
円

　
増
　
額
　
８
１
５
万
２
９
２
０
円

　
　
　

：：：
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ここが聞きたい
一 般 質 問

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
、
民
営
化
も
視
野
に

入
れ
た
管
理
運
営
形
態
を
探
る
と
し
て

専
任
職
員
を
配
置
し
て
き
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

問 民
営
化
に
向
け
た

　
　
　
　
　調
査
の
状
況
は

６５
歳
定
年
に
す
る
よ
う
指
導
し

た
の
か
に
つ
い
て
は
、
市
は
そ

の
よ
う
な
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。

答

（
株
）ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
は
会
社

設
立
時
に
、
市
か
ら
定
年
に
関

し
て
「
６５
歳
定
年
」
の
指
導
を
受
け
た

と
し
て
い
る
。
市
の
指
導
は
あ
っ
た
の

か
。 問

（
株
）ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
の
６５
歳

定
年
を
市
は
指
導
し
た
の
か

佐々木慶治
（市民創風）

自
治
体
運
営
か
ら
民
間
経
営
に

移
行
し
た
県
外
の
２
つ
の
市
を

訪
問
し
具
体
的
な
話
を
伺
っ
て
き
た
。

そ
の
内
容
を
基
に
、
民
間
運
営
へ
の
移

行
を
検
討
す
る
「
由
利
本
荘
市
Ｃ
Ａ
Ｔ

答

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
平

成
３２
年
８
月
に
稼
働
す
る
計
画

と
な
っ
て
お
り
、
地
場
産
の
食
材
を
積

極
的
に
活
用
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

問 地
場
産
食
材
の

　
　
　
　積
極
的
な
活
用
を

学
校
給
食
に
使
用
す
る
食
材
は

期
日
が
決
め
ら
れ
規
格
が
一
定

で
あ
る
こ
と
や
、
当
日
納
品
が
原
則

と
な
っ
て
お
り
課
題
も
多
い
。

　
安
定
供
給
の
た
め
月
別
使
用
量
を

積
算
し
、
生
産
者
、
農
業
団
体
、
県

や
市
の
関
係
部
局
と
協
力
し
、
そ
の

体
制
づ
く
り
を
現
在
目
指
し
て
い
る
。

答

今野英元
（社会民主党）

ぱいんすぱ新山の外観

Ｖ
民
間
移
行
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
年
度
内
に
は
提
言
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る

農
地
中
間
管
理
事
業
で
は
、
条

件
不
利
地
の
受
け
手
が
少
な

く
、
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
な
い
農

地
が
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
う
し

た
農
地
を
耕
作
放
棄
地
と
し
な
い
た

め
に
ど
う
対
策
し
て
い
く
の
か
。

問 耕
作
放
棄
地
の
防
止
対
策
は

国
の
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い

交
付
金
の
活
用
や
、
新
た
な
販

売
野
菜
な
ど
を
作
付
け
し
た
場
合
に

助
成
す
る
市
単
独
の
水
田
活
用
作
物

支
援
事
業
な
ど
を
継
続
し
て
い
く
。

答

こ
の
計
画
で
本
市
の
景
観
と
自

然
環
境
が
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ

る
と
懸
念
す
る
市
民
が
い
る
。
し
か
し
、

市
の
意
見
は
「
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

意
見
は
な
い
。」
と
い
う
驚
く
べ
き
も

の
だ
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
意
見
に
な
っ

た
の
か
。計

画
段
階
環
境
配
慮
書
で
は
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
求
め
て

い
る
全
項
目
を
踏
ま
え
て
い
た
の
で

「
意
見
は
な
い
」
と
回
答
し
た
。

問答
「
日
本
最
大
」「
世
界
有
数
」
の

由
利
本
荘
市
沖
洋
上
風
力
発
電

事
業
、
環
境
へ
の
影
響
は

ふるさとの自然を未来につなげるアピール行動（西目海水浴場）

地場産食材の活用が期待される
北部学校給食センター（完成予想図）


